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＜あらまし＞	
 	
 
	
 現在，高校生にとってコンピュータは身近な存在であり，コンピュータが動作する基本原理に直
接触れ，コンピュータを操作し発展させることを目指すことが必要とされている．しかし，初学者

が，すぐに取り組むことができ，達成感があり，しかも言語やその振る舞いを理解できるソフトウ

エア環境や学習教材はほとんどない．本研究では，PBL	
 (Project-Based	
 Learning)という枠組みの

もと，中高生でも，簡単に洗練された Web を作成し，HTML	
 CSS などの記述の基本を理解できる教材

を開発した．	
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１．問題	
 

	
 教育課程審議会が 1998 年 7 月に発表した
教育課程の基準の改善に関する答申には，「小

学校，中学校および高等学校を通じ，各教科

などの学習においてコンピュータなどの積極

的な活用を図ること」と記している(中谷ほか 
2002)．特に高校における教科情報においては，
情報や情報処理の「科学的な理解」が重要な

項目になっていることから，コンピュータに

よる情報処理の原理を，具体的な操作で身を

もって体験することが，情報や情報処理の科

学的理解に繋がると江澤(2007)は指摘する． 
	
 広くインターネットが利用されるようにな

った現在，高校生にとってコンピュータ，と

りわけスマホやWebは身近な存在であり，中
谷ら（2002）は，コンピュータが動作する基
本原理に直接触れ，コンピュータを操作し発

展させることを目指す高度な授業の必要性に

言及している．しかしながら，大学などで行

われている手続き型言語によるプログラミン

グ教育は，プログラミングを始める前に言語

の複雑な文法を理解し，アルゴリズムを組み

立てるといった前提知識や準備が必要である

ものが多い（中谷ほか 2002）．加えて，現状
の情報の授業では，コンピュータの簡単な机

上学習に留まる学校が多く，社会に通用する

ICT 人材の育成の役割を果たしていないこと
から，単なる知識を教えるだけの従来型の教

育では対応できない(中村ほか	
 2009)． 
	
 ところで，Webページの作成は，中学校や
高校の教科書でその制作が扱われるようにな

って以来，多くの学校で実施されているが，

初期のころと異なり，HTMLのタグテキスト
を入力しているだけでは，思い通りの（日常

目にするようなレベルの）表現ができない状

況になってきている．その後，ワープロやプ

レゼンテーションソフトから（ソースは解読

できないが）レイアウトが簡単にWeb化でき
る機能，サイトに文字や写真を流し込むだけ

でWebが仕上がるツールなどが提供・利用さ
れ，授業が行われてきたが，原理はブラック

ボックスになってしまっている．さらに最近

では CSSを用いたテンプレートが普及し，簡
単に洗練されたデザインの Web が構成でき
るようになってきた．しかし，（スマホ対応な

ど）複雑で高機能な表現機能が利用されてい

るため，ますます初心者がソースを理解して

取り組めることが困難になっている．Webに
おいても,ブラウザによって HTML，CSS な
どの記述言語を解釈して実行されているメカ

ニズムが演習の中で徐々に理解できる学習過

程が必要と思われるが，そのような教育的配

慮をした開発環境はない．従って，実際に経

験し，実際の問題を発見・解決していく中で

知識を身につけていく PBL	
 (Project-Based 
Learning) という学習方法により，中高生が
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役割分担しながら，デジタル表現を学ぶ機会

を得ることができる学習環境も重要であると

考える． 
 
２．目的	
 

	
 以上を踏まえ，本研究では，中高生向けに

デジタル表現（本発表ではWeb制作）を行え
る学習コースと教材を開発することとした．

なお，学習コースの目標は以下の様に定めた． 
・初めてであってもレイアウトの整ったWeb
ページを，短時間で作成できる． 

・高校生が自分で修正・変更を加えながらデ

ザインを検討できる． 
・数名で役割分担を行いながら１つのWebを
完成させることができる． 

・HTML, CSS などの簡単な機能をはじめか
ら明示し，メカニズムを考えさせる． 

これらの目標を組み込むことで，短期間に，

表面上の操作だけでなく，その裏側にあるメ

カニズムも理解することを狙いとする． 
 
３．学習内容の吟味	
 

まず，初学者の中高生でも理解でき，あと

で複製によって表現の追加や変更の容易な最

初の見せ方を検討した．具体的には，HTML	
 
CSSのなかで，高校生が理解しやすい概念や
用語と，理解しにくい用語・表現を抽出して

整理した．そして，単純な表現によって，多

様な表現が可能な記述方法を抽出し，それら

をまとめた．具体的には，扱う教材は，以下

の内容に精選された． 
 

3.1 基本レイアウト 
初学者でも理解できる構成として，１ペー

ジを#header，#contents，#footerの３つに分
け，#headerには，#mainmenuを，#contents
には#submenu（省略可）と column（複数コ
ピー化）で構成し，これらの範囲で，多様な

表現ができるようにし（図 1）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. 基本レイアウトの概要 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 2．スタイルシートの概要 
 
3.2 スタイルシート 
導入教育のために精選した CSS の記述語は，
上記の例のように，以下の９つである（図 2）． 

vertical-align:margin; border; padding; 
float:left;float:right;clear:both; 
width:999px;line-height:99%; 
color:white,gray,yellow....; 

また，color（カラー）は，細かくは３原色
や 16進数の説明が必要なため，導入では英語
で記述できる一覧を採用することにした． 
 
3.3  トライアウト 
これらの記述言語のテンプレートを使用し

て，グループを中心とした演習のトライアウ

トを，大学生を対象に実施した．結果，洗練

されたデザインの Web ページの共同制作が，
ページの構想・企画・設計の時間(ここが重要)
を除けば，初心者でも１～２時間で構築でき

た． 
 
４．今後の展開	
 

	
 教材のわかりやすさと実用性について，中

高校生を対象に実践を行っていく予定である． 
知識理解に関する事前・事後調査を行った上

で，内容と本コースの完成度を評価するとと

もに，その内容を e-Learningのコースとして
も利用できるようにする予定である． 
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